
 
　

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
中
学
校
で
学
習
す
る
内
容
を
も
と
に
、
高
校

入
試
に
十
分
対
応
で
き
る
だ
け
の
国
語
の
力
を
養
成
す
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
、
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

文
章
を
読
む
こ
と
は
、
ま
ず
、
言
葉
の
意
味
を
知
り
、
言
葉
の
適

切
な
用
法
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
次
に
、
一
つ
一
つ
の
文

の
意
味
を
正
し
く
理
解
し
、
文
章
全
体
の
内
容
把
握
へ
と
進
む
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
初
め
に
、
漢
字
や
言
葉
の
知
識
を 

︿
国
語
の
知
識
編
〉で
学
習
し
、
基
礎
力
を
確
固
た
る
も
の
と
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
読
解
問
題
の
正
答
を
得
る
た
め
に

は
、
設
問
を
解
く
ポ
イ
ン
ト
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

ど
こ
が
ポ
イ
ン
卜
に
な
る
か
を
学
習
す
る
の
が
︿
基
本
演
習
編
〉で
す
。　
　

　

ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し
た
ら
、
あ
と
は
い
ろ
い
ろ
な
文
章
に
接
し
て

実
戦
的
な
読
解
演
習
を
積
む
こ
と
が
大
切
で
す
。︿
読
解
演
習
編
〉に

は
、
入
試
問
題
レ
ベ
ル
の
い
ろ
い
ろ
な
内
容
の
文
章
に
よ
る
読
解
問

題
が
収
め
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
設
問
の
中
に
は
、
記
述
式
の
解
答

を
必
要
と
す
る
、
表
現
力
を
試
す
も
の
も
多
数
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、︿
国
語
の
応
用
編
〉で
は
、
文
章
を
書
く
た
め
に
必
要
な

知
識
や
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。
実
際
に
文
章
を
書
く
練
習
を
重
ね
、

表
現
力
を
高
め
ま
す
。

　

こ
の
テ
キ
ス
ト
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
国
語
の
力
を
の

ば
し
、
一
人
一
人
が
所
期
の
目
的
を
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

・
ポ
イ
ン
ト 

…
…
…  

学
習
の
要
点
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
く
り
返
し
読
ん

で
、
し
っ
か
り
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
確
認
問
題 

…
…
… 

ポ
イ
ン
ト
の
あ
と
に
あ
る
問
題
で
、
知
識
を
確
認
し
ま
す
。

・
練
習
問
題 

…
…
… 

領
域
ご
と
に
ま
と
め
て
復
習
し
ま
す
。

・
例
文
問
題 

…
…
…  

ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
文
章
を
読
み
、
か
つ
、
設
問
を
解
く
こ
と
で
、

ど
こ
が
読
解
問
題
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
か
を
学
習
し
ま
す
。

・
練
習
問
題 

…
…
…  

自
分
の
力
で
問
題
を
解
く
こ
と
で
、「
例
文
問
題
」で
学
習
し
た
こ

と
が
ら
を
定
着
さ
せ
ま
す
。

・
練
習
問
題 

…
…
…  

標
準
レ
ベ
ル
の
読
解
問
題
で
す
。

・
発
展
問
題 

…
…
…  

多
少
難
し
い
読
解
問
題
で
す
。

・
練
習
問
題 

…
…
…  

文
章
を
書
く
た
め
に
必
要
な
考
え
方
や
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
身
に

つ
け
ま
す
。

・
発
展
問
題 

…
…
…  「
書
き
写
し
」
や
「
要
約
」
を
行
い
、
記
述
力
を
高
め
ま
す
。

・
添
削
シ
ー
ト 

…
…  

読
書
感
想
文
や
意
見
文
、
計
画
・
企
画
表
や
資
料
な
ど
様
々
な
分

野
の
問
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
総
合
演
習 

…
…
… 
テ
キ
ス
ト
の
総
ま
と
め
で
す
。

国
語
の
知
識
編

基
本
演
習
編

読
解
演
習
編

国
語
の
応
用
編

総
合
演
習
編

⇩⇩⇩⇩⇩⇩
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漢
字
・
熟
語
の
知
識
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語
の
知
識
編　

　

漢
字
の
成
り
立
ち
・
部
首
・
画
数

ポ
イ
ン
ト
1



5 1　漢字・語句の知識

　

　

熟
語
の
組
み
立
て

ポ
イ
ン
ト
2
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同
音
・
同
訓
異
字
／
同
音
異
義
語
／
熟
語
の
読
み

ポ
イ
ン
ト
3
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例
　
文
　
問
　
題

15
古
典
読
解
の
基
礎
　
─
─
　
古
文
・
漢
文
の
基
礎
知
識

基
本
演
習
編

考
え
方

考
え
方
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考
え
方

考
え
方

ポ
イ
ン
ト

古
文
・
漢
文
の
基
礎
知
識

…
漢
字
の
読
み

ド
リ
ル
⑮
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〈読解演習編〉 166

読
解
演
習
編

16
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文
の
読
解
⑴

練
　
習
　
問
　
題
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〈国語の応用編〉 200

国
語
の
応
用
編

4
立
場
を
決
め
て
書
く

練
　
習
　
問
　
題

添
削
講
座

　「
携け
い

帯た
い

電
話
を
持
つ
こ
と
」
に
つ
い
て
ク
ラ
ス
で
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
ず
、
話
し
合
い
の
前
に
ク
ラ
ス
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
に
そ
れ
ぞ
れ
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
、
賛
成
と
反
対
の
人
数
を
調
べ
ま
し
た
。

　〈
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
〉

児
童

保
護
者

携け
い

帯た
い

電
話
を
持
つ
こ
と
に
は
「
賛
成
」
だ
。

二
十
五
人

十
人

携け
い

帯た
い

電
話
を
持
つ
こ
と
に
は
「
反
対
」
だ
。

五
人

二
十
人

◆
問
題
１

1
　
賛
成
の
児
童
の
立
場
に
な
っ
て
、
賛
成
の
理
由
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

2�
　
反
対
の
児
童
の
立
場
に
な
っ
て
、
反
対
の
理
由
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

3�
　
保
護
者
の
反
対
意
見
が
多
い
の
は
ど
う
し
て
だ
と
思
い
ま
す
か
。
考
え
た
こ
と

を
書
き
ま
し
ょ
う
。

▽
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
△

▼
　�

賛
成
・
反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
み
ま

し
ょ
う
。



201 4　立場を決めて書く

◆
問
題
２

１�
　
あ
な
た
は
携け
い

帯た
い

電
話
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
次
か
ら
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
ア
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
。

　
イ
　
携
け
い
帯
た
い
電
話
を
持
っ
て
い
る
。

　
ウ
　
持
っ
て
い
な
い
。

２���

　
ア
・
イ
を
選
ん
だ
人
は
、
普ふ

段だ
ん

ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
て
使
っ
て
い
る
か
書

き
ま
し
ょ
う
。

３���

　
ウ
を
選
ん
だ
人
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携け
い

帯た
い

電
話
を
今
後
持
つ
と
し
た
ら
、

ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
か
。



〈作文講座〉 232

作
文
講
座

5
作
文
講
座
⑸

　
中
学
三
年
生
の
橋
本
さ
ん
の
ク
ラ
ス
で
は
、
く
ら
し
の
中
で
興
味
を
持
っ
た
こ
と

を
取
り
上
げ
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
橋
本
さ
ん
は
、
街
中

で
よ
く
見
か
け
る
案
内
図
記
号
（
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
）
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　【
資
料
１　

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
例
】

　
　（
注�

）
記
号
の
下
の
字
は
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て
説
明

し
た
も
の
で
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
は
含
ま
れ
な
い
。

　【
資
料
２　

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
用
い
ら
れ
て
い
る
施
設
の
例
】

　
　
【
橋
本
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
の
一
部
】

　
私
は
、
日
頃
か
ら
街
中
で
よ
く
見
か
け
る
案
内
図
記
号
が
気
に
な
っ

て
い
た
の
で
、
今
回
そ
の
記
号
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

　
案
内
図
記
号
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
種

類
が
あ
る
。
主
な
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
例
を
、
資
料
１
に
示
し
た
。
ま
た
、

資
料
２
は
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
施
設
の
例
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
用
い
ら

れ
て
い
る
。

　
資
料
１
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
か
ら
も
分
か
る
が
、
ど
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

を
見
て
も
言
え
る
の
は
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
は
デ
ザ
イ
ン
上
の
共
通
し

た
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
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五
　
中
学
三
年
生
の
橋
本
さ
ん
の
ク
ラ
ス
で
は
、
く
ら
し
の
中
で
興
味
を
持
っ

た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
橋
本

さ
ん
は
、
街
中
で
よ
く
見
か
け
る
案
内
図
記
号
︵
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
︶
に
つ
い

て
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　︻
資
料
１
　
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
例
︼

　
　
　︵
注 

︶
記
号
の
下
の
字
は
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
た
も

の
で
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
は
含
ま
れ
な
い
。

　
　︻
資
料
２
　
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
用
い
ら
れ
て
い
る
施
設
の
例
︼

　
　︻
橋
本
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
の
一
部
︼

　
　
　
私
は
、
日
頃
か
ら
街
中
で
よ
く
見
か
け
る
案
内
図
記
号
が
気
に
な

っ
て
い
た
の
で
、
今
回
そ
の
記
号
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
案
内
図
記
号
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の

種
類
が
あ
る
。
主
な
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
例
を
、
資
料
１
に
示
し
た
。
ま

た
、
資
料
２
は
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
施
設
の

例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
用

い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
資
料
１
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
か
ら
も
分
か
る
が
、
ど
の
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
を
見
て
も
言
え
る
の
は
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
は
デ
ザ
イ
ン
上
の
共
通

し
た
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
　

身障者用設備

くず入れ

ホテル・宿泊施設

お手洗い

エスカレーター

コインロッカー

病院

エレベーター

鉄道・駅

空港

デパート

銀行・両替

電話

レストラン
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五
　
中
学
三
年
生
の
橋
本
さ
ん
の
ク
ラ
ス
で
は
、
く
ら
し
の
中
で
興
味
を
持
っ

た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
橋
本

さ
ん
は
、
街
中
で
よ
く
見
か
け
る
案
内
図
記
号
︵
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
︶
に
つ
い

て
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　︻
資
料
１
　
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
例
︼

　
　
　︵
注 

︶
記
号
の
下
の
字
は
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
た
も

の
で
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
は
含
ま
れ
な
い
。

　
　︻
資
料
２
　
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
用
い
ら
れ
て
い
る
施
設
の
例
︼

　
　︻
橋
本
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
の
一
部
︼

　
　
　
私
は
、
日
頃
か
ら
街
中
で
よ
く
見
か
け
る
案
内
図
記
号
が
気
に
な

っ
て
い
た
の
で
、
今
回
そ
の
記
号
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
案
内
図
記
号
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の

種
類
が
あ
る
。
主
な
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
例
を
、
資
料
１
に
示
し
た
。
ま

た
、
資
料
２
は
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
施
設
の

例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
用

い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
資
料
１
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
か
ら
も
分
か
る
が
、
ど
の
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
を
見
て
も
言
え
る
の
は
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
は
デ
ザ
イ
ン
上
の
共
通

し
た
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
　

身障者用設備

くず入れ

ホテル・宿泊施設

お手洗い

エスカレーター

コインロッカー

病院

エレベーター

鉄道・駅

空港

デパート

銀行・両替

電話

レストラン
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資
料
１
、
資
料
２
、
橋
本
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
の
一
部
を
参
考
に
し
、
次
の
条
件
１

～
条
件
４
に
し
た
が
っ
て
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え
を
二
百
字

程
度
で
書
き
な
さ
い
。

　　
条
件
１
　
二
段
落
構
成
で
書
く
こ
と
。

　　
条
件
２
　�

第
一
段
落
に
は
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
上
の
特
徴
に
つ
い
て
あ

な
た
が
気
づ
い
た
こ
と
を
書
き
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
す
ぐ
れ
て
い
る
の

は
ど
の
よ
う
な
点
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
く
こ
と
。

　　
条
件
３
　�

第
二
段
落
で
は
、ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
あ
な
た
が
考
え
る
こ
と
を
、

見
聞
し
た
こ
と
や
体
験
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
書
く
こ
と
。

　　
条
件
４
　「
～
だ
。
～
で
あ
る
。」
調
で
書
く
こ
と
。
　
　



解答と解説
かいとう かいせつ解答と解説
かいとう かいせつ



国
語
の
知
識
編

1

漢
字
・
語
句
の
知
識

（
P
４
〜
７
）

2

語
句
の
知
識

（
P
８
〜
13
）

 

練
習
問
題　

考
え
方

− 3− − 2−



15

古
典
読
解
の
基
礎

（
P
102
〜
105
）

 

例
文
問
題　

ド
リ
ル
⑭

ド
リ
ル
⑮

 

練
習
問
題
１　

 

練
習
問
題
２　

 

練
習
問
題
３　

 

練
習
問
題
１　

 

練
習
問
題
２　

考
え
方

考
え
方

考
え
方

考
え
方

考
え
方

− 17 − − 16 −



考
え
方

 

練
習
問
題
３　

− 17 − − 16 −



16

古
文
の
読
解
⑴

（
P
166
〜
169
）

 
練
習
問
題
２　

 

練
習
問
題
３　

 

練
習
問
題
１　

 

練
習
問
題
２　

 

練
習
問
題
３　

 

発
展
問
題
１　

 

発
展
問
題
２　

考
え
方

考
え
方

考
え
方

考
え
方

考
え
方

考
え
方

考
え
方

− 27 − − 26 −



17

古
文
の
読
解
⑵

（
P
170
〜
173
）

 

練
習
問
題
１　

 

発
展
問
題
１　

 

発
展
問
題
２　

ド
リ
ル
㉙

考
え
方

考
え
方

考
え
方

− 27 − − 26 −



− 43 − − 42 −

5

作
文
講
座
⑸

（
P
232
〜
233
）

─　1　─19石川－8

■　配　点　■
一　2点× 8
二　問 1　2点　　問 2・4・6　3点× 3　　問 5　5点
　　問 3　6点　　問 7　7点
三　問 1　2点　　問 3・5・6　3点× 3
　　問 2・4　6点× 2　　問 7　7点
四　問 1・2・4A　2点× 3　　問 3・4B・4C　3点× 3
五　10 点

■　解　説　■
一　漢字の読み書き
問 １⑴ 　「のぞ（む）」と読む漢字には「望む」と「臨む」

があり，「望む」は，遠くのほうから眺める場合や
そうなって欲しいと期待する場合など，「臨む」は，
何かを目の前にする場合や何かに立ち向かう場合な
どに用いる。

　　⑵ 　「謝」の訓は「あやま―る」。「恩」は音だけの漢
字で，他に「恩恵」「恩師」「恩赦」などと使う。

　　⑶ 　｢憩い」とは，からだや心を休めること。「憩」の
音は「ケイ」で，「休憩」などと使う。

　　⑷�　「快諾」は「快く承諾する」という意味で，前の
漢字が後ろの漢字を修飾している構成の二字熟語で
ある。「快」の訓「こころよ―い」も覚えておくこと。

問 ２⑴ 　「祝」の訓は「いわ―う」。「祝福」は「幸福を祝
う」という意味で，後ろの漢字が前の漢字の目的語

となっている構成の二字熟語である。
　　⑵ 　「洗」の音は「セン」で，「洗剤」「洗浄」「洗車」

「水洗」などと使う。
　　⑶ 　「専属」とは「特定のものだけに属している」と

いう意味。
　　⑷�　「率」の音は「ソツ」と「リツ」の二つがあり，

「ソツ」は「率先」「引率」「統率」，「リツ」は「確
率」「税率」「比率」などと使う。「卒業」の「卒」
と形が似ているので注意すること。

二　文学的文章の読解
問 １  　しんにょう（⻌）は三画であることに注意する。
問 ２　この「僕の言いそうな台

せりふ

詞」とは，直前の「もうい
いじゃん。みんなに聞いてみたって，結局タナケンに
なるよ。あきらめろよ。な」という，こう着した状態
を打開するような発言である。これをふまえて探すと，
「そっか。このクラスで僕は，こういう状況を切りあ
げる役割になっていたんだ。面倒なことをすぱっと
切ってしまう係。知らず知らずそういうことを僕はし
てきたんだ。」の部分が見つかる。問題文中に「具体
的に述べた二十字以下の一文」という条件があるの
で，「面倒なことをすぱっと切ってしまう係。」の一文
が適切である。

問 ３　「空気が読めない」とは，場の雰囲気を察すること

国　　　語
19石川－8

科

目

受　験　番　号

国 語
氏　　　名 時 間

得

点

令和元年度＜第 8回＞　石川県総合模試

50分

（
む
）

画

詞

（
い
）

（
会
）

（
う
）

（
い
て
）

問
1

⑴

⑵

⑶

⑷

⑴

⑵

⑶

⑷

問
1

問
2

問
1

問
2

問
2

問
4

問
2

問
7

問
6

問
1

ＡＣ Ａ

Ｂ

Ｂ

問
4

問
6

問
3

問
3

問
5

問
4

問
3

問
7

問
5

一二四 三

100字200字

五

小　計 小　計小　計小　計小　計

の
ぞ

い
こ

か
い
だ
く

し
ゃ
お
んエ

ウ

イ

九
副

ち
り

山

も
う
で
て

洗

率

祝
福

専
属

面
倒
な
こ
と

私
た
ち
一
人

な
く

夜
の
間
に
訪
ね
て
来
て
田
の
世
話
を
し
て
い
る

妻
が
狐
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

模範解答

現
在
に
働
き
か
け
る
個
人
の
力
の
効
果
を
無
視
せ
ず

、
個
人
の
力
の
影
響
力
と
効
果
を
信
じ
て
行
動
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
物
事
が
実
際
に
変
化
し
始
め
る
こ

と
を
体
験
す
る
こ
と
。

（例）

複
数
の
未
来
に
つ
な
が
る
道
の
出
発
点

学
級
委
員
が
決
ま
り
そ
う
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
上

杉
が
「
僕
も
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
」
と
言
い
出
し

た
こ
と
。

（例）

過
去
が
あ
ま
り
順
調
で
な
か
っ
た
り
、
今
後
に
あ
ま

り
良
い
変
化
が
期
待
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
。

（例）

上
杉
に
自
分
か
ら
学
級
委
員
の
立
候
補
を
降
り
て
も
ら
う
た
め
、
上

杉
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
配
慮
し
て
「
僕
」
が
芝
居
を
し
て
く
れ
た
こ

と
に
対
し
て
、
感
謝
し
て
い
る
。

（例）

ク
ラ
ス
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
上
杉
が
学
級
委
員
に
な
る
こ
と
を
望

ん
で
い
な
い
こ
と
。

（例）

思
考
し
た
こ
と
が
行
動
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
く
こ
と
の
相
乗
効

果
。

（例）

（例）（
闇
の
）夜
ご
と
に
と
へ
か
し
な

（例）　ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
は
、
一
目
見
た
だ
け
で
そ
れ
が
意

味
す
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
、
シ
ン
プ
ル
な

デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
語
を
理
解
で
き
な

い
外
国
の
人
な
ど
、
ど
の
言
語
の
人
で
も
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
を
見
て
そ
の
意
味
す
る
も
の
が
理
解
で
き
る
こ

と
が
、
す
ぐ
れ
て
い
る
点
だ
と
思
う
。

　近
年
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し

て
い
る
と
聞
く
の
で
、
言
葉
に
頼
ら
ず
情
報
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
必
要
性
は
、
空
港

や
デ
パ
ー
ト
の
よ
う
な
公
共
の
場
所
を
中
心
に
、
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

（作文例）

19383

QRコードシールを貼る

29 16301510

100

問1	 2 点
問 3・5・6	 3 点× 3
問 2・4	 6 点× 2
問 7	 7 点

問 1	 2 点
問 2・4・6	 3 点× 3
問 5	 5 点
問 3	 6 点
問 7	 7 点

各 2点

問 1・2・4A
	 2 点× 3
問 3・4Ｂ・4C
	 3 点× 3

（
完
答
）

　

案
内
図
記
号
（
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
）
に
つ
い
て
、
資
料
を
参
考
に
し
て
自
分
が
考
え

た
こ
と
を
書
く
作
文
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
第
一
段
落
で
求
め
ら
れ
て
い
る
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
上
の
特
徴
に

つ
い
て
は
、【
資
料
１
】
を
参
考
に
す
る
と
と
て
も
単
純
な
分
か
り
や
す
い
（
理
解

し
や
す
い
）
図
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
す
ぐ
れ
て

い
る
点
に
つ
い
て
は
、【
資
料
２ 

】
で
空
港
や
デ
パ
ー
ト
の
案
内
に
用
い
ら
れ
て
い

る
様
子
を
参
考
に
す
る
と
、
一
例
と
し
て
文
字
に
頼
ら
な
く
て
も
意
味
が
わ
か
る
こ

と
に
気
づ
く
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
語
が
理
解
で
き
な
い
人
（
外
国
人
な
ど
）
に
も

意
味
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
点
な
ど
を
書
く
と
よ
い
。

　

第
二
段
落
で
は
、
第
一
段
落
で
書
い
た
こ
と
に
つ
な
が
る
形
で
、
模
範
解
答
の
よ

う
に
外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
関
連
さ
せ
る
な
ど
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
関
す
る
自
分

の
考
え
を
書
く
と
よ
い
。「
見
聞
し
た
こ
と
や
体
験
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
」
の
よ

う
に
、
書
か
れ
て
い
る
条
件
は
必
ず
守
る
こ
と
。

　

作
文
を
書
く
と
き
は
「
読
ま
れ
る
」
こ
と
を
常
に
頭
に
置
き
、
読
み
手
の
立
場
に

な
っ
て
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
論
理
的
に
書
く
。
ま
た
、
読
み
手
が
読
み
や
す
い
よ

う
に
丁
寧
に
書
く
。
誤
字
・
脱
字
、
主
語
・
述
語
の
対
応
や
係
り
受
け
な
ど
、
文
法

的
な
誤
り
の
な
い
表
現
を
す
る
こ
と
は
、
指
示
さ
れ
て
い
な
く
て
も
守
る
べ
き
最
低

限
の
条
件
で
あ
る
。

〈
作
文
採
点
基
準
〉

※
10
点
か
ら
減
点
法
。

①
原
稿
用
紙
の
使
い
方
（
１
点
減
点
）

　

・
段
落
の
書
き
出
し
を
一
字
分
あ
け
て
い
な
い
。

　

・
句
読
点
を
正
し
く
使
っ
て
い
な
い
。
な
ど

②
表
記
（
１
点
減
点
）

　

・
誤
字
、
脱
字
、
送
り
仮
名
の
間
違
い
。
な
ど

③
表
現
（
１
点
減
点
）

　

・
主
語
、
述
語
が
ね
じ
れ
て
い
る
。

　

・
わ
か
り
に
く
い
表
現
。
な
ど

④ 

段
落
構
成
や
内
容
な
ど
、
設
定
さ
れ
た
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
。

　
（
３
点
減
点
）

⑤
字
数
制
限

　

・
字
数
が
100
字
未
満
の
場
合
は
０
点
。

　

・
字
数
が
180
～
220
字
に
収
ま
っ
て
い
な
い
場
合
は
５
点
減
点
。


